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2わたしの議会。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

議
案
第
５
号　

鳥
羽
市
指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

  

●	�
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
施
行
に
伴
い
、

関
係
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
。

問	�

第
３
条
第
４
項
は
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
に
お
い
て
も
介
護
予
防
支
援
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
か
。

答	�

今
回
制
度
の
拡
充
に
よ
り
介
護
予
防
支

援
に
関
し
て
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

が
直
接
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

問	�

利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

答	�

要
支
援
か
ら
要
介
護
に
変
更
と
な
る
と

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
変
更
に
な

る
が
、
最
初
か
ら
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
が
担
当
と
な
る
こ
と
で
そ
の
部
分
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
選
択
肢
が

増
え
た
こ
と
が
利
用
者
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

議
案
第
９
号　

鳥
羽
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

  

●	�

都
市
計
画
法
第
18
条
の
２
の
規
定
に
基

づ
き
、
本
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を

具
体
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
令
和
６

年
度
か
ら
概
ね
10
年
間
の
都
市
計
画
に

関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
策
定
し
た
く
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

問	�

今
回
の
鳥
羽
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
は
議
論
の
見
え
る
化
が
さ
れ
て
い
な

い
が
、
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
の
か
。

答	�

こ
れ
ま
で
ど
う
い
っ
た
議
論
を
し
て
き

た
の
か
内
容
を
精
査
し
、こ
れ
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
上
げ
て
い
き
た
い
。

問	�

三
重
県
の
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
は
圏
域
を
通
じ
て
し
っ
か
り
検

討
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
辺
り
の
考
え

方
は
し
な
か
っ
た
の
か
。

答	�

今
回
は
現
行
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改

定
と
い
う
こ
と
で
、
公
共
施
設
等
の
維

持
管
理
の
中
で
民
間
企
業
で
あ
る
と
か

広
域
的
な
連
携
の
検
討
も
今
後
必
要
に

な
る
と
い
う
と
こ
ろ
の
視
点
は
少
し
入

れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
認
識
で

い
る
。

�

意 

見�　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
整
合
性
の

あ
る
も
の
に
し
て
い
た
だ
い
た
た

め
、
今
後
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

こ
と
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
し
っ

か
り
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

常
任
委
員
会
報
告

　各常任委員会に９議案が付託されました。常任委員会報告

6月
議会報告

　令和６年度鳥羽市一般会計補正予算（第２号）ほか、鳥
羽市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例等の一部改正についてなど、執行部
提案議案９件を審議しました。
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●	�


パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
パ
ラ
推
進
事

業
（
本
市
出
身
の
選
手
が
パ
リ
五

輪
日
本
代
表
に
内
定
し
た
こ
と
か

ら
、
激
励
金
の
支
給
や
応
援
す
る

会
を
設
立
す
る
な
ど
市
を
挙
げ
て

応
援
す
る
た
め
の
費
用
を
補
正
）

…
３
３
１
万
１
０
０
０
円

問	�

会
場
が
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
あ
る

が
、他
に
候
補
は
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
、
団
体
へ
の
補
助
金
の
補
助

率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答	�

西
庁
舎
の
大
会
議
室
・
中
会
議
室

も
考
え
た
が
、
駐
車
場
の
こ
と
も

考
え
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
と
し
た
。
補

助
率
は
10
／
10
で
あ
る
。

全
て
検
査
す
る
。

問	�

水
質
検
査
を
飲
用
以
外
に
す
る
理

由
は
何
か
。

答	�

災
害
時
に
は
水
質
が
変
わ
っ
て
飲

め
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
の
で

生
活
用
水
に
限
定
し
て
い
る
。

  

●	�

地
域
交
通
事
業
（
県
が
管
理
す
る

バ
ス
停
留
所
整
備
用
地
に
つ
い
て
、

当
初
の
予
定
よ
り
広
い
区
画
が
使

用
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

よ
り
大
き
な
バ
ス
停
留
所
を
整
備

す
る
に
あ
た
り
不
足
す
る
費
用
を

補
正
）

…
３
８
６
万
１
０
０
０
円

問	�

新
し
く
停
留
所
を
設
置
す
る
場

所
は
風
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
場
所
へ
の
設
置
の
要
望

が
あ
っ
た
の
か
。

答	�

近
く
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も

あ
り
、
よ
り
便
利
に
な
る
と
考
え

た
。

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
１
号　

令
和
６
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

〈
主
な
補
正
予
算
の
内
容
と
質
疑
応
答
〉

  

●	��

地
震
対
策
推
進
事
業
（
災
害
時
に

お
け
る
生
活
用
水
を
確
保
す
る
た

め
、「
災
害
時
協
力
井
戸
登
録
制

度
」
を
導
入
す
る
こ
と
か
ら
、
井

戸
の
水
質
検
査
に
要
す
る
費
用
及

び
登
録
井
戸
の
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布

に
要
す
る
費
用
を
補
正
）

…
１
８
５
万
７
０
０
０
円

問	�

募
集
方
法
は
ど
う
か
。

答	�

井
戸
は
個
人
の
財
産
で
あ
る
の
で

所
有
者
か
ら
の
申
請
に
な
る
が
、

申
請
段
階
か
ら
運
用
ま
で
町
内
会

や
自
主
防
災
会
と
一
緒
に
な
っ
て

そ
の
管
理
を
進
め
て
い
く
仕
組
み

を
考
え
て
い
る
。

問	�

水
質
検
査
を
し
な
い
と
登
録
で
き

な
い
の
か
。

答	�

広
く
自
分
以
外
の
人
に
使
わ
せ
る

の
に
不
安
の
な
い
よ
う
申
請
時
に

  

●	�

環
境
保
全
対
策
事
業
（
県
補
助
金

が
追
加
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
設
置

（
個
人
向
け
）
を
補
助
す
る
た
め
の

費
用
を
補
正
）

…
３
６
０
万
４
０
０
０
円

問	�

当
初
予
算
に
も
計
上
し
て
い
た

が
、
ま
だ
募
集
は
し
て
い
な
い
の

か
。

答	�

７
月
の
広
報
で
市
民
に
周
知
し
募

集
す
る
。

問	�

件
数
的
に
オ
ー
バ
ー
し
て
も
市
単

独
の
予
算
を
投
入
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

答	�

こ
の
事
業
は
複
数
年
の
事
業
で
あ

り
、
今
の
と
こ
ろ
予
算
の
範
囲
内

で
の
補
助
と
し
、
単
費
の
投
入
は

考
え
て
い
な
い
。

常任委員会報告

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
案
第
９
号　

鳥
羽
市
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

南
川
則
之　

議
員
《
　
賛
　
成
　
》

討　

論
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常任委員会報告

議員別表決結果令和６年６月５日～６月25日会議 ○○：賛成　××：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

世せ

古こ

雅ま
さ

人ひ
と

山や
ま

本も
と

欽よ
し

久ひ
さ

瀬せ

﨑さ
き

伸し
ん

一い
ち

南み
な
み

川が
わ

則の
り

之ゆ
き

濱は
ま

口ぐ
ち

正ま
さ

久ひ
さ

山や
ま

本も
と

哲て
つ

也や

河か
わ

村む
ら　

孝た
か
し

戸と

上が
み　

健け
ん

木き
の

下し
た

順じ
ゅ
ん

一い
ち

坂さ
か

倉く
ら

広ひ
ろ

子こ

尾お

﨑ざ
き　

幹み
き

世せ

古こ

安や
す

秀ひ
で

1 令和６年度鳥羽市一般会計補正予算（第２号）

6月25日

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○○ ○○ ○○ ○○ ○○

2 令和６年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

3 令和６年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

4 令和６年度鳥羽市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

5 鳥羽市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例等の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

6 鳥羽市地域包括支援センターの包括的支援事業を実施する
ために必要な基準を定める条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

7 工事請負契約の締結について 6月5日 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

8 三重南消防通信指令事務協議会の設置について
6月25日

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

9 鳥羽市都市マスタープランの策定について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

報告3 令和５年度鳥羽市一般会計繰越明許費繰越計算について 報
告
に
つ
き

採
決
な
し報告4 令和５年度鳥羽市水道事業会計予算繰越計算について

　６月25日、弘道小学校６年生10名が社会学習の一環として

鳥羽市役所を訪れ、議場において鳥羽市議会議員と約１時間に

渡り質疑応答を行いました。

　終了後の子どもたちからは「すごく緊張した」、「議場で質問し

ている議員さんはすごいと思った」、「回答してもらったことを

今後に活かしたい」など、うれしい声が聞こえてきました。

　河村議長は「弘道小学校６年生の皆さん、この度は議場へお

越しいただきありがとうございました。元気なあいさつと議場

でのしっかりとした受け答えを見て、非常に優秀な子どもたち

だと感じました。子どもたちの中から将来、市長・議員・職員

を目指す人が現れれば大変うれしく思います」とこれから鳥羽

を背負っていく子どもたちに期待を寄せていました。

弘道小学校の６年生が議会体験！
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鳥羽市議会議員政治倫理条例の規定により、前年１年間を通じて議員であった者の納税等状況を公表します。

《表示例》
○○：	� 当該年度に納付すべき

額が、納付済みの場合。
××：	� 当該年度に納付すべき

額が、未納付の場合。
－：	納付義務がない場合。

※１	�介護保険料について
は、介護保険法第129
条第2項の規定に該当
する者が対象。

※２	�納付義務がない事実上
の納付分については、
報告対象外。

納税等状況報告

（令和6年5月20日現在）

議
席

議
員
氏
名

市
・
県
民
税

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

国
民
健
康

保
険
税

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

※
１

水
道
料
金

下
水
道
料
金

1 世
せ

古
こ

雅
ま さ

人
ひ と ― ― ○○ ― ○○ ― ― ○○ ○○

2 山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ ― ○○ ○○ ○○ ― ― ― ― ―

3 中
なか

村
むら

浩
こう

二
じ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

4 瀬
せ

﨑
さき

伸
しん

一
いち ○○ ○○ ― ― ― ― ― ― ―

5 南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき ○○ ○○ ○○ ― ○○ ― ○○ ○○ ―

6 濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ ○○ ○○ ○○ ― ○○ ― ― ○○ ―

7 山
やま

本
もと

哲
てつ

也
や ○○ ― ○○ ○○ ○○ ― ― ○○ ―

8 河
かわ

村
むら

　孝
たかし ○○ ― ― ― ○○ ― ― ○○ ―

9 戸
と

上
がみ

　健
けん ○○ ○○ ― ― ○○ ○○ ○○ ― ―

10 木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち ○○ ○○ ○○ ― ― ― ― ○○ ―

11 坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ ○○ ― ― ― ― ― ― ― ―

12 尾
お

﨑
ざき

　幹
みき ― ― ○○ ○○ ○○ ― ― ― ―

13 世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで ○○ ○○ ○○ ― ○○ ― ○○ ○○ ―

令和５年度政務活動費収支報告
議
席

議
員
氏
名

交
付
決
定
額

支
出
合
計

調
査
研
究
費

研
修
費

広
報
費

広
聴
費

要
請
・
陳
情

活
動
費

会
議
費

資
料
作
成
費

資
料
購
入
費

人
件
費

事
務
費

返
還
額

1 世
せ

古
こ

雅
ま さ

人
ひ と 156,000 125,246 10,000 115,246 30,754 

2 山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ 156,000 156,000 109,140 46,860 0 

3 中
なか

村
むら

浩
こう

二
じ 156,000 0 156,000 

4 瀬
せ

﨑
さき

伸
しん

一
いち 156,000 19,668 19,668 136,332 

5 南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき 156,000 156,000 156,000 0 

6 濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ 156,000 156,000 151,940 4,060 0 

7 山
やま

本
もと

哲
てつ

也
や 156,000 156,000 90,090 55,530 10,380 0 

8 河
かわ

村
むら

　孝
たかし 156,000 156,000 89,940 16,687 49,373 0 

9 戸
と

上
がみ

　健
けん 156,000 156,000 156,000 0 

10 木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち 156,000 156,000 23,650 106,560 25,790 0 

11 坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ 156,000 146,611 50,330 28,668 55,056 12,557 9,389 

12 尾
お

﨑
ざき

　幹
みき 156,000 24,451 9,155 15,296 131,549 

13 世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで 156,000 149,820 149,820 6,180 

（単位：円）
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一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

日程 議員氏名 項目

６月11日（火）

戸
と

上
が み

　健
け ん
学校体育館の空調設備設置について
市財政の基金について
菅島採石について

瀬
せ

﨑
さき

伸
しん

一
いち 長岡地区における交流拠点の整備について

南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき 林道整備について
市営定期船出港後の緊急時における対応について

６月12日（水）

濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ 鳥羽市における女性の活躍について

坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ 「こどもまんなか社会」の実現に向けた本市の取り組みについて
「軟骨伝導イヤホン」の導入について

尾
お

﨑
ざき

　幹
みき 持続可能なまちづくりについて

６月11日・６月12日に６人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。
※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

各議員の動画はこちらからご覧いただけます↑

問	�

市
内
小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
の

現
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答	�

教
委
総
務
課
長　

空
調
設
備
は
設
置
し

て
い
ま
せ
ん
。

問	�

小
中
学
校
の
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備

の
導
入
に
つ
い
て
市
長
の
ご
所
見
は
い
か

が
で
す
か
。

答	�

市
長　

子
供
た
ち
の
熱
中
症
対
策
は
も

と
よ
り
、
地
域
共
生
社
会
の
一
つ
と
し
て

学
校
体
育
館
が
多
く
の
人
々
に
利
用
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
空
調
設

備
を
導
入
す
る
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
明
確
な
時
期
を
述
べ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
既
存
施
設
の
断

熱
性
の
有
無
等
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を

進
め
な
が
ら
、
長
寿
命
化
改
修
な
ど
を

併
せ
て
計
画
的
な
導
入
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
 問	�

市
長
は
菅
島
採
石
続
行
を
容
認
し
な
い

姿
勢
に
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

答	�

市
長　

私
の
姿
勢
に
は
変
わ
り
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
環
境
へ
の
配
慮
な
く
、
採
石

を
継
続
す
る
こ
と
に
は
到
底
容
認
は
で

き
ま
せ
ん
。
本
市
は
、
従
来
か
ら
新
た
な

採
石
を
基
本
的
に
認
め
ず
、
緑
化
を
目

的
と
し
た
最
小
限
の
採
石
を
基
本
方
針

と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
事
業
者
は

緑
化
協
定
書
に
基
づ
く
緑
化
に
誠
実
に

取
り
組
む
こ
と
な
く
、
い
ま
だ
に
緑
化
は

終
了
し
て
い
ま
せ
ん
。
５
月
に
は
、
三
重

県
か
ら
私
へ
の
意
見
照
会
に
対
し
、
申
請

を
認
可
し
な
い
よ
う
強
く
求
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

市
長

計
画
的
な
導
入
を
検
討
し
た
い

戸
と

上
がみ

健
けん

学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を

市
長

 �

私
の
姿
勢
に
は
変
わ
り
は
な
い

菅
島
採
石
続
行
を
容
認
し
な
い
姿
勢

に
変
わ
り
な
い
か

令和6年7月1日時点の菅島採石場の様子
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多世代交流拠点として例示した旧長岡中学校

問	�

旧
長
岡
中
学
校
の
活
用
な
ど
、
ま
ち
の

意
見
に
即
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
強
力
に

進
め
て
い
く
た
め
に
、
長
岡
地
区
な
ど

都
市
計
画
区
域
外
の
地
区
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
特
化
し
た
計
画
を

つ
く
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
描
き
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し

た
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
市
長
の
ご

所
見
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答	�

市
長　

旧
長
岡
中
学
校
の
現
状
を
踏
ま

え
、
相
差
保
育
所
の
移
転
や
地
域
の
交

流
拠
点
整
備
と
い
っ
た
具
体
的
な
ご
質

問
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
統

廃
合
等
に
よ
り
廃
止
・
休
止
し
た
公
共

施
設
は
、
将
来
を
見
据
え
た
在
り
方
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
だ
と
認

識
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
結
果
を
地

域
の
皆
様
と
共
有
し
、
具
体
的
に
処
分
・

活
用
の
方
向
性
を
定
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
確
か
に
法
律
の
定
め

に
よ
り
、
都
市
計
画
区
域
や
離
島
な
ど
、

一
定
の
エ
リ
ア
を
対
象
に
し
た
計
画
は
あ

り
ま
す
が
、
総
合
計
画
を
は
じ
め
と
す
る

市
の
様
々
な
計
画
で
は
、
市
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

し
つ
つ
、
時
に
は
エ
リ
ア
ご
と
の
課
題

に
も
触
れ
、
決
し
て
ど
こ
か
の
エ
リ
ア
を

置
き
去
り
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 瀬

せ

﨑
さき

伸
しん

一
いち

市
長ど

こ
か
の
エ
リ
ア
を
置
き

去
り
に
す
る
こ
と
は
な
い

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に

対
応
し
た
施
策
を

問	�

市
が
管
理
す
る
林
道
は
５
か
所
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
河
内
町
地
内
の
七し

ち

石い
し

林
道

に
つ
い
て
は
土
砂
の
流
入
、
落
石
、
倒
木

な
ど
で
作
業
用
の
ト
ラ
ッ
ク
も
通
行
で
き

ず
、
徒
歩
で
も
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、

適
切
な
管
理
を
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

状
況
で
す
。
早
急
な
林
道
整
備
の
予
算
措

置
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

答	�

副
市
長　

七し
ち

石い
し

林
道
は
決
し
て
健
全
な

状
態
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
林
道
の
管
理
等
の
予

算
措
置
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答	�

市
長　

森
林
の
保
全
を
進
め
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
林
道
の
管
理
者
と
し
て
林
道
整
備
を

行
い
、
利
用
者
の
通
行
の
安
全
確
保
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
必
要
に
応
じ
た
林
道
整
備
の
予
算
措

置
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

問	�

３
月
18
日
、
強
風
に
よ
り
佐
田
浜
桟
橋
に

着
桟
で
き
ず
、
中
之
郷
桟
橋
へ
の
臨
時
寄

港
と
な
る
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
緊
急

時
に
お
け
る
旅
客
輸
送
の
安
全
優
先
意
識

の
徹
底
と
、
定
期
船
運
航
に
係
る
市
長
の

責
任
と
役
割
の
認
識
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

答	�

市
長　

鳥
羽
市
運
航
安
全
管
理
規
程
に

よ
る
安
全
運
航
に
係
る
事
項
を
確
実
に
実

行
し
て
い
く
責
務
を
充
分
認
識
し
て
い
ま

す
。
荒
天
時
の
安
全
運
用
や
住
民
対
応
に

対
し
て
も
積
極
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い

ま
す
。

南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

市
長必

要
に
応
じ
た
林
道
整
備

の
予
算
措
置
を
し
て
い
く

河
内
町
地
内
七し
ち

石い
し

林
道
の

早
急
な
林
道
整
備
の
予
算
措
置
は

市
長

 �

積
極
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る

緊
急
時
に
お
け
る
定
期
船
運
航
に
係
る

市
長
の
責
任
と
役
割
の
認
識
は

河内町地内七石林道の現状
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こども未来戦略MAP

濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

問	�

活
躍
す
る
女
性
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

育
て
ら
れ
る
施
策
に
つ
い
て
、
課
題
は
何

で
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

各
事
業
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
一
番
の
課
題
は
、
従
事

者
の
高
齢
化
や
慢
性
的
な
人
手
不
足
に

よ
り
必
要
な
人
員
を
確
保
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
支
援
の
維
持
が
難
し
く
な
る
こ

と
で
す
。

問	�

働
く
こ
と
を
希
望
す
る
女
性
が
様
々
な

職
場
で
活
躍
す
る
た
め
に
市
の
取
り
組

む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い

ま
す
か
。

答	�

企
画
財
政
課
副
参
事　

男
女
を
問
わ
ず
、

職
場
で
の
活
躍
を
支
援
す
る
た
め
に
は

職
場
環
境
は
も
と
よ
り
、
子
育
て
や
介
護

な
ど
の
生
活
環
境
の
整
備
が
重
要
で
す
。

働
き
た
い
人
全
て
が
仕
事
と
子
育
て
、
介

護
等
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
る
こ
と
な
く

働
き
続
け
、
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
節
目
節
目
に
対
応
し
た

支
援
策
を
図
る
こ
と
が
市
の
取
り
組
む

べ
き
施
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問	�

女
性
の
人
口
を
Ｖ
字
回
復
さ
せ
る
た
め

に
も
、
鳥
羽
市
は
女
性
に
開
か
れ
た
、
女

性
の
未
来
が
明
る
い
ま
ち
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

答	�

市
長　

働
き
た
い
の
に
働
き
づ
ら
い
、
子

育
て
し
た
い
の
に
子
育
て
し
づ
ら
い
と

い
っ
た
こ
と
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
な
り
、
結

果
と
し
て
女
性
の
活
躍
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
女
性
の
働
く
機
会
が
観
光
と

水
産
の
分
野
に
多
い
と
い
う
の
が
鳥
羽

の
特
徴
で
す
の
で
、
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
着
実
に
解
決
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

市
長

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
着
実
に

解
決
を
図
っ
て
い
き
た
い

女
性
の
未
来
が
明
る
い
ま
ち
を

目
指
す
べ
き
で
は

問	�

本
市
が
策
定
中
の
こ
ど
も
計
画
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

今
年
度
中
に
計

画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問	�

こ
ど
も
政
策
の
推
進
に
当
た
り
、
子
供

や
若
者
の
意
見
を
施
策
に
反
映
す
る
た

め
の
方
法
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

市
こ
ど
も
計
画

策
定
の
調
査
票
に
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
、
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
生
ま
で
の
本
人
及
び
若
者

に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
追
加
し
、
子
供

や
若
者
の
意
見
を
こ
ど
も
施
策
に
反
映

す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問	�

本
市
の
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

今
後
、
市
こ
ど

も
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問	�
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
が
本
格
実
施

さ
れ
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

令
和
８
年
度
か

ら
全
国
の
自
治
体
で
始
ま
る
本
格
実
施

に
向
け
て
、
引
き
続
き
情
報
収
集
及
び

関
係
各
所
と
調
整
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問	�

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
本
市
に
お
い
て
も
組
織
体
制
を
強

化
し
て
子
育
て
支
援
施
策
を
充
実
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答	�

市
長　

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現

は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
本
市
の
動
き
と
し
て
は
、
国
か
ら
の

財
源
措
置
も
勘
案
し
な
が
ら
、
必
要
に

よ
り
支
援
の
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ

市
長大

変
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の

実
現
は
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問	�

災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
車
両
の
陸

路
の
往
来
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答	�

建
設
課
長　

大
雨
や
土
砂
災
害
、
地
震
・

津
波
な
ど
に
よ
り
道
路
が
通
行
止
め
と

な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

迅
速
な
通
行
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問	�

補
助
幹
線
道
路
の
整
備
が
急
務
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
災
害
時
に
お
け
る
救
急

車
両
の
通
行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
ま
す
か
。

答	�

消
防
長　

国
道
42
号
が
通
行
止
め
と

な
っ
た
場
合
、
主
な
救
急
搬
送
先
が
市

外
と
な
る
た
め
、
災
害
に
強
い
補
助
幹

線
道
路
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問	�

防
火
地
域
・
準
防
火
地
域
の
指
定
は
検

討
し
て
い
ま
す
か
。

答	�

建
設
課
長　

防
火
地
域
・
準
防
火
地
域

は
、
都
市
計
画
法
第
９
条
第
21
項
で
「
市

街
地
に
お
け
る
火
災
の
危
険
を
防
除
す

る
た
め
定
め
る
地
域
」
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
指
定
の
検
討
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

問	�

危
険
な
建
物
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
鳥

羽
市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
く
取
組

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答	�

建
設
課
長　

管
理
不
全
空
家
や
特
定
空

家
の
認
定
を
進
め
、
指
導
・
勧
告
等
に

よ
り
危
険
な
空
家
の
減
少
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問	�
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、
市
長
は
政

策
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
き
ま
す

か
。

答	�

市
長　

今
後
も
鳥
羽
市
が
持
続
可
能
な

ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

災
害
に
強
い
強
靭
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
思
っ
て
い
ま

す
。

尾
お

﨑
ざき

　幹
みき

市
長

災
害
に
強
い
強
靭
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
政
策
に

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
か

　去る６月20日に、株式会社廣瀬行政研究所　代表取締役　廣瀬和彦氏より「地方自治法から
読み解く議会（委員会）の権限について、議員の在り方について、予算・決算常任委員会におけ
る審査方法について」という演題でご講演いただきました。

令和６年度鳥羽市議会議員研修会を開催しました



10わたしの議会。

　４月に１件のＴＯＢＡミライトークを実施しました。

ＴＯＢＡミライトーク実施報告

鳥羽の未来を考える会
実施日 	４月 15 日（月）
テーマ 	⑤環境・まちづくり
参加人数 	11 人
広報広聴委員会で協議、報告しました。
当日出された意見は議員活動の参考と
いたします。

あなたのまちへ議員を派遣します。
お気軽にお申し込みください！ 令和６年６月１日（土）～令和７年４月３０日（水）

（土、日、祝日、夜間の開催も可。）

実施期間

約１時間 30分程度。
派遣時間

原則、実施希望日の３週間前までに議会事務局へ
申し込んでください。

申込受付

市内在住、在勤、在学の５人以上のグループが市
内で実施する集会へ議員を派遣します。

対象

派遣までの流れ

対面方式 グループディスカッション方式

市 民
議 員

テーマ一覧

無料。ただし、公共施設以外での開催経費は申込
者でご負担頂きます。

経費

申込方法
申込用紙（市議会ホームページからダウンロード可）
により、電子メール、ファクス、郵送、
持参で申し込んでください。
https://www.city.toba.mie.jp/gyos
ei_joho/shigikai/3/3/4575.html

話し合いたいテーマを一覧表から選択し、
議会事務局へ申し込んでください。

当日、担当議員が出向いて、意見交換を
行います。なお、希望する対話方式につい
て、「対面方式」または「グループディスカッ
ション方式」のどちらかをお選びください。

議会事務局で受け付けし、広報広聴委員会
で派遣する議員数を調整します。

ＴＯＢＡミライトーク募集中！



●本会議（議案上程）……８月28日（水）

●本会議（一般質問）……９月３日（火）～５日（木）

●本会議（議案質疑）……９月６日（金）

●行政常任委員会………９月９日（月）

●予算決算常任委員会…９月10日（火）～13日（金）・17日（火）

●本会議（表決）…………９月24日（火）

11 わたしの議会。

傍聴してみませんか？

　本会議や委員会は原則公
開されており、傍聴が可能
となっています。ぜひ実際
の議会中の空気を感じてみ
てください。

令和６年９月議会のご案内

※会議日程は変更する場合があります。
　�開催時刻等、詳細は市議会カレンダー
　（左記QRコード）よりご確認ください。

　鳥羽市議会では令和５年11月より新たな市民参画制度の検討を行うことを目的に「市民参画
検討小委員会」を発足し、活動を続けています。
　これまで９回に及ぶ委員間協議を重ね、他市のモニター制度等を参考にするために本年４月
には四日市市議会への視察も実施しました。
　市民参画検討小委員会の活動については今後も追ってご報告させていただきます。

市民参画検討小委員会について

メンバー構成

山本哲也委員長・山本欽久副委員長・木下順一副委員長
世古雅人委員・濱口委員・坂倉委員
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 索

編集後記
　わたしの議会。（とば市議会だより）第188号をお届けします。
　早稲田大学マニフェスト研究所の議会改革度調査2023のランキングが発表さ
れました。
　全国1,562議会（都道府県、市区町村）の内、鳥羽市議会は総合31位でした。
三重県の中では三重県議会、四日市市議会さんに続いて3位です。特に上位を目
指している訳ではないのですが、上位に入る事によって他の議会からたくさん視
察に来てもらえる側面もあります。これからも議会の自己満足の為の改革では
なく、市民の負託にしっかり応えられる議会改革を続けて行きたいと思います。
� 記　河村　孝

広報広聴委員会 委員長　　濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

副委員長　山
やま

本
もと

欽
よし

久
ひさ

委員　　　世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと

委員　　　山
やま

本
もと

哲
てつ

也
や

委員　　　河
かわ

村
むら

　孝
たかし

委員　　　木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち

委員　　　坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ

　今回は、TOBA ミライトークを 4 月に実施した
　鳥羽の未来を考える会さんにお話を伺いました。

―
今
回
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ミ
ラ
イ
ト
ー
ク
の
申
し
込
み
に

至
っ
た
経
緯
や
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

鳥
羽
市
が
中
心
市
街
地
の
開
発
に
取
り
組
む
た
め

に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
へ
依
頼
す
る
予
算
が
出
た
と
お

聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
計
画
を
作
成
す
る
上
で
私
た

ち
１
丁
目
に
住
ん
で
い
た
り
、
商
売
を
し
て
い
る
者

に
と
っ
て
こ
の
先
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
は
非
常
に

関
係
の
あ
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の
意
見
を
聞
い
て

ほ
し
い
、
ま
た
中
心
市
街
地
が
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
知
り
た
い
と
思
い
、
今
回
ミ
ラ
イ
ト
ー

ク
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

―
鳥
羽
市
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

鳥
羽
市
に
お
い
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は
非
常

に
重
要
な
こ
と
で
す
。
鳥
羽
市
は
い
ろ
い
ろ
な
地
域

が
各
自
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
や
は
り
鳥
羽
に

着
い
て
鳥
羽
駅
周
辺
に
活
気
が
な
く
て
は
観
光
客
の

皆
さ
ん
は
が
っ
か
り
し
ま
す
。
そ
こ
を
ど
の
よ
う
に

開
発
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
住
ん
で
い
る
方
た
ち
に

と
っ
て
住
み
や
す
く
な
る
の
か
、
議
員
の
皆
さ
ん
に

は
地
元
の
意
見
を
吸
い
取
っ
て
伝
え
る
役
割
を
し
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
10
年
先
、
20
年
先
に
も
海
洋

観
光
都
市
と
し
て
生
き
残
れ
る
鳥
羽
市
に
な
る
よ
う

尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　当日は土産物店、飲食店、真珠店、宿泊業、小売りなど
多種に渡る事業者さんにご参加いただきました。
　ミライトークでは主に観光に関する現状の確認、中心市
街地の整備や鳥羽の将来の課題について協議し、貴重なご
意見をたくさんいただきました。

プロフィール

鳥羽の未来を考える会
代表者　株式会社珍海堂　水谷伸子さん

今、きらりと輝いている鳥羽の人達にスポットをあてる企画です。

きらり輝く人達


